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伊
勢
志
摩
国
立
公
園
に
あ
っ
て
伊
勢
市
、
志
摩

市
に
隣
接
し
、
歴
史
的
に
も
水
軍
の
拠
点
、
水
運

の
要
衝
で
知
ら
れ
る
鳥
羽
市
池
の
浦
に
立
地
す
る

本
校
は
、
校
祖
近
藤
真
琴
翁
が
明
治
８
年
（
１
８

７
５
年
）
9
月
に
芝
新
銭
座
二
番
地
（
現
在
の
東

京
都
港
区
浜
松
町
）
に
航
海
測
量
習
練
所
（
後
の

商
船
黌
）
と
し
て
創
基
し
、
分
校
と
し
て
、
明
治

14
年
（
１
８
８
１
年
）
8
月
20
日
に
三
重
県
鳥
羽

町
に
鳥
羽
商
船
黌
と
し
て
創
立
、
変
遷
を
経
て
、

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）
6
月
に
国
立
鳥
羽
商

船
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
と
な
り
、
２
０
０
４

年
に
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
の

傘
下
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
来
る
令

和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
９
月
に
は
、
創
基
１
５

０
周
年
・
高
専
創
立
60
周
年
記
念
事
業
を
計
画
し

て
お
り
、
持
続
的
に
学
校
の
施
設
整
備
や
環
境
整

備
、
国
際
交
流
や
学
生
の
修
学
支
援
等
に
資
す
る

基
金
の
開
設
と
と
も
に
作
業
部
会
が
活
動
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
・
修
了
生
は
、
令
和
4

年
９
月
で
７
，８
３
４
名
と
な
り
、
海
運
・
海
事
産

業
、
情
報
、
機
械
な
ど
、
我
が
国
の
産
業
界
に
技

術
者
を
輩
出
し
、
多
く
の
産
業
の
発
展
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

本
校
の
尖
っ
た
２
学
科
を
取
り
巻
く
産
業
の
状

況
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。
ま
ず
、
海
運
や
物
流
産

業
の
様
相
は
、
常
に
国
際
政
治
や
経
済
社
会
の
縮

図
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
な
蔓
延
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
至
る
超
ス
マ
ー

ト
社
会
（Society5.0

）
へ
の
変
革
を
加
速
し
て
、

社
会
経
済
は
、
気
候
変
動
と
環
境
変
化
、
国
際
社

会
が
織
り
な

す
紛
争
な
ど

の
影
響
を
受

け
て
大
き
く

変
動
し
て
い

ま
す
。
こ
れ

ら
の
変
化

は
、
情
報
通

信
は
も
と
よ

り
、
海
運
、
物
流
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
対
す
る

人
々
の
関
心
を
大
き
く
高
め
ま
し
た
。
海
運
・
海

事
産
業
は
、
総
合
物
流
産
業
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
事

業
に
展
開
し
て
お
り
、
人
材
と
し
て
求
め
ら
れ
る

能
力
も
船
上
の
み
な
ら
ず
、
先
進
技
術
の
展
開
や

海
運
に
か
か
る
総
合
的
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
ま
で
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
や
機
械
シ
ス
テ
ム
産
業
は
も
と
よ

り
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
で
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
着
実
に
進
み
つ

つ
あ
り
、
地
域
と
都
市
の
双
方
の
豊
か
さ
を
調
和

さ
せ
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
が
内
閣
府

に
よ
り
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
はW

ell-
being

を
ひ
た
す
ら
追
求
す
る
社
会
の
ひ
と
つ
の

段
階
に
至
っ
た
と
い
え
ま
す
。
便
利
に
な
っ
た
反

面
、
情
報
を
適
切
に
管
理
、
利
活
用
で
き
て
、
共

有
す
る
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
い
る
か
否
か
、
も
っ

て
い
て
も
有
効
に
組
織
内
で
機
能
し
て
い
る
か
で

環
境
の
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
教
育
の
現

場
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で

は
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
の
重
要
性

も
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
便
利
さ
と
と
も
に
、〝
わ

き
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
エ
シ
ッ
ク
ス
（
倫

理
）〟
の
問
題
も
あ
ら
た
め
て
社
会
で
顕
在
化
し
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
と
の
闘

い
は
続
い
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
が
、
科
学
的
に

思
考
し
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
効
果
的
な
行

動
を
引
き
続
き
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
マ
ス
ク
会
食
と
は
、
食
事
中
い
つ
も
マ

ス
ク
を
は
ず
し
て
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
こ

と
は
明
白
で
す
。

　

海
洋
基
本
法
に
も
と
づ
き
５
年
ご
と
に
策
定
さ

れ
る
海
洋
基
本
計
画
、
来
る
第
４
期
で
は
、
脱
炭

素
・
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
た
海
洋
産
業
の
競
争
力
強

化
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
船
の
導
入
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
形
成
、
ま
た
、
自
律
運

航
船
の
実
用
化
や
港
湾
の
電
子
化
、
さ
ら
に
は
、

洋
上
風
力
発
電
な
ど
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
、
資
源
探
査
に
必
要
な
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
の
持
続

的
な
開
発
な
ど
に
社
会
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
本
校
で
は
、「
人
づ
く
り
を
通
じ
て
海
づ
く

り
：
海
事
・
海
洋
Ｄ
Ｘ
、
情
報
や
機
械
の
シ
ス
テ

ム
産
業
と
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー

ト
・
コ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
成
（
令
和
３
年
８
月

校
長
よ
り
法
人
に
提
出
）」
に
向
け
て
、
練
習
船

「
新
鳥
羽
丸
」
と
浮
き
桟
橋
の
整
備
充
実
の
構

想
、
施
設
・
環
境
整
備
に
か
か
る
キ
ャ
ン
パ
ス
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）
の
構
成
、
混
住
型
国

際
寮
の
検
討
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
創
基
１
５
０

年
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
を
新
た
な
起
点
と
し
世

代
や
国
境
を
越
え
た
キ
ャ
ン
パ
ス
、
自
然
災
害
に

も
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
材
育
成
や
教
育
研
究
の
推
進
に

資
す
る
べ
く
鳥
羽
商
船
高
専
連
携
協
力
会
が
設
立

さ
れ
て
お
り
、
産
学
官
金
連
携
の
大
き
な
推
進
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
経
費
導
入
の
点
で
は
、
国
の
「
デ
ジ
タ
ル

と
専
門
分
野
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ
る
産
業
Ｄ
Ｘ
を

け
ん
引
す
る
高
度
専
門
人
材
育
成
事
業
」
に
採

択
、
さ
ら
に
は
令
和
４
年
度
に
至
り
、「GEA

R5.0 

未
来
技
術
の
社
会
実
装
教
育
の
高
度
化
（
採
択
分

野
：
農
林
水
産
）「「
と
る
」
か
ら
「
つ
く
る
」
へ

農
林
水
産
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」」
に
採

択
、
全
国
高
専
の
中
核
拠
点
校
と
し
て
体
制
構
築

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
面
で
は
、
従
来
か

ら
の
海
事
人
材
育
成
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
外

航
・
内
航
船
員
・
海
技
者
と
し
て
、
ま
た
情
報
機

械
シ
ス
テ
ム
産
業
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
英
語
の

語
学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
急
速
な
技
術
の
進
展
に

よ
り
社
会
が
激
し
く
変
化
し
、
多
様
な
課
題
が
生

じ
て
い
る
今
日
、
文
系
・
理
系
と
い
っ
た
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
様
々
な
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
そ
れ

を
統
合
し
、
課
題
の
発
見
・
解
決
や
社
会
的
な
価

値
の
創
造
に
結
び
付
け
て
い
く
資
質
・
能
力
の
育

校 

長 

挨 

拶

校
長　

和
泉
　
充

https://www.youtube.com/
watch?v=gMkY3H2qEMs

鳥羽商船高等専門学校  学生会　鳥羽丸PV 
~鳥羽丸のすべて~　2021年12月5日に
開催された第56回海学祭にて配信

https://www.toba-cmt.ac.jp/
kyouryokukai/

鳥羽商船高専産業連携協力会

※人事
　令和４年４月１日より
　副校長と校長補佐を以下としました。

副校長（総務・教務担当）
　　教務主事　伊藤（友）教授
副校長（学生支援・厚生補導担当）
　　学生主事 坂牧教授
副校長（寮務・国際担当）
　　寮務主事　橋爪教授
校長補佐（研究、産学・地域連携担当）
　　研究主事　江崎教授
校長補佐（サイバーセキュリティ担当）
　　情報メディア教育センター長　白石教授
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情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
は
、
電
子
機
械
工
学
科
（
定
員
40
名
）
と
制
御
情
報
工
学
科

（
定
員
40
名
）
の
2
学
科
か
ら
学
科
改
組
に
よ
り
２
０
１
９
年
4
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。
定

員
80
名
大
括
り
の
１
学
科
2
ク
ラ
ス
と
し
て
学
生
を
受
け
入
れ
、
来
年
度
で
完
成
年
度
と
な

り
ま
す
。
情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
は
い
く
つ
か
の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

の
一
つ
が
１
～
５
年
生
ま
で
が
参
加
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project Based Learning

）
教
育
で

す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
「
問
題
解
決
型
学
習
」
や
「
課
題
解
決

型
学
習
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
勉
強
方
法
で
あ
り
、
学
生

が
自
ら
問
題
を
見
つ
け
、
そ
の
問
題
を
自
ら
解
決
す
る

能
力
を
身
に
付
け
る
学
習
法
の
こ
と
で
す
。

　

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
で
は
1
年
生
後
期
か
ら

5
年
生
ま
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
い
う
授
業
が
あ
り
ま
す
。
１
～

２
学
年
で
は
、
主
と
し
て
あ
る
程
度
定
め
ら
れ
た
問
題

設
定
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実
施
し
た
り
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
行
う
た

め
の
基
礎
技
術
（
電
気
・
機
械
設
計
、
マ
イ
コ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
）
の
習
得
を
行
い
ま
す
。
3
～
５
年
生
の
Ｐ

Ｂ
Ｌ
で
は
基
本
的
に
縦
割
り
班
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
3
年
生
以
上
で
は
、「
学
外
コ

ン
テ
ス
ト
出
場
」
ま
た
は
「
地
域
貢
献
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
を
原

則
必
須
と
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
の
中
に
は
農
業
や
水

産
に
関
す
る
も
の
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
、
企
業
で
実
施
に
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築

等
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
専
攻
科
の
特
別
研
究
や
5

年
生
の
卒
業
研
究
と
リ
ン
ク
し
た
内
容
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
学
生
た
ち
は
、
チ
ー
ム
と
し

て
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
知
識
や
技
術
を
身
に
着
け

ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

商
船
学
科
は
、
三
級
海
技
士
の
第
一
種
養
成
施
設
と
し
て
、
航
海
士
、
機
関
士
と
い
っ
た

船
舶
職
員
を
養
成
す
る
学
科
で
す
。
三
級
海
技
士
（
機
関
）
の
第
一
種
養
成
施
設
は
、
東
京

海
洋
大
学
、
神
戸
大
学
、
海
技
大
学
校
、
海
上
保
安
大
学
校
、
水
産
大
学
校
と
本
校
を
含
む

5
高
専
だ
け
で
す
。

　

本
校
に
入
学
し
た
商
船
学
科
の
学
生
は
、
士
官
候
補
生
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、

日
々
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
商
船
学
科
は
、

他
の
商
船
系
高
専
と
協
働
で
海
洋
人
材
の
育
成
に
関
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
商
船
学
科

の
学
生
が
船
社
へ
入
社
後
に
必
要
な
技
能
を
着
実
に
身
に
つ

け
て
も
ら
い
、
海
事
技
術
者
と
し
て
有
用
な
人
材
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
力
向
上
、
技
術
革
新
に
対
応
し
た
教
材
開

発
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施
、
業
界
関
係
者
と
の
意
見
交
換

を
基
軸
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
力
向
上

に
つ
い
て
は
本
校
が
主
担
当
で
、
2
号
館
2
階
の
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
拠
点
に
て
商
船
系
高
専
5
校
を
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン

英
語
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
英
会
話
力
ｕ
ｐ
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
ｕ
ｐ
の
た
め
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
6
年
度
末
に
は
新
し
い
練
習
船
が
誕
生
す
る
予
定
で

す
。
現
在
、
新
し
い
練
習
船
を
建
造
す
る
た
め
の
準
備
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
鳥
羽
丸
に
比
べ
全
長
は

約
１
・
５
倍
と
大
型
化
し
、
情
報
統
合
型
ブ
リ
ッ
ジ
を
採
用

す
る
と
と
も
に
、
太
平
洋
を
航
行
す
る
た
め
の
減
揺
装
置
や

研
究
観
測
機
器
を
装
備
す
る
な
ど
最
新
機
器
を
導
入
予
定
で

す
。
ま
た
、
推
進
方
式
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る

機
械
推
進
だ
け
で
な
く
、
電
動
機
に
よ
る
電
気
推
進
も
備
わ

り
ま
す
。
全
学
で
利
用
し
ま
す
の
で
、
是
非
研
究
な
ど
で
活

用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商
船
学
科
の
学
生

は
、
実
習
に
利
用
す
る
と
と
も
に
活
き
た
教
材
と
し
て
大
い

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

商
船
学
科
長

窪
田
　
祥
朗

商
船
学
科
の
紹
介

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
長

出
江
　
幸
重

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
紹
介
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高
等
専
門
学
校
の
本
科
を
卒
業
し
た
後
の
進
学
先
の
一
つ
と
し
て
、
専
攻
科
が
あ
り
ま

す
。
本
校
の
専
攻
科
に
は
、
商
船
学
を
学
ぶ
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
と
、
情
報
工
学
、
電
気

電
子
工
学
、
機
械
工
学
を
学
ぶ
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
、
二
つ
の
専
攻
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
は
商
船
学
科
の
卒
業
生
、
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
は
主
に

工
業
系
学
科
の
卒
業
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
両
専
攻
と
も
に
2
年
間
の
課
程
を
修
了

し
、
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
の
審
査
に
合
格
す
る
こ
と
で
、
大
学
卒
業
者
と
同
じ

く
学
士
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
専
攻
科
は
、
本
科
生
の
進
学
先

と
し
て
大
学
編
入
学
と
よ
く
比
較
さ
れ
ま
す
。
専
攻
科
も
大
学
も
、
本
科
で
学
ん
だ
こ
と
よ

り
も
更
に
広
く
深
い
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
専
攻
科
で
は

1
年
生
か
ら
の
2
年
間
、
本
科
で
行
う
卒
業
研
究
を
含
め
る
と
連
続
し
て
3
年
間
研
究
室
に

所
属
し
、
研
究
に
取
り
組
め
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の
間

専
攻
科
の
学
生
は
、
研
究
室
に
所
属
す
る
本

科
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
も
期
待

さ
れ
て
お
り
、
大
学
生
よ
り
も
一
足
早
く
、

様
々
な
経
験
を
得
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
今

年
度
の
専
攻
科
は
、
こ
れ
ま
で
に
両
専
攻
に

お
い
て
い
く
つ
か
の
研
究
発
表
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
多
く
の
教
職
員
が

聴
講
す
る
中
で
専
攻
科
学
生
が
自
分
の
研
究

成
果
に
つ
い
て
発
表
を
行
う
と
と
も
に
、
活

発
な
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が
あ
り
、
有
意

義
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
等
専
門
学
校
で
の
教
育
は
、
高
度
な
専
門
知
識
と
技
術
を
身
に
着
け
た
技
術
者
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
一
般
教
育
科
の
教
育
課
程
は
、
技
術
者
と
し
て

の
基
本
的
な
資
質
を
身
に
着
け
る
と
と
も
に
、
専
門
科
目
の
土
台
と
な
る
基
礎
学
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
、
人
文
・
社
会
系
科
目
、
自
然
科
学
系
科
目
、
外
国
語
、
保
健
体
育
や
芸

術
と
い
っ
た
基
礎
科
目
を
通
じ
て
高
等
学
校
か
ら
大
学
の
教
養
課
程
の
レ
ベ
ル
ま
で
5
年
間

で
履
修
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
教
育
科
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
「
一
般
基
礎
教
育
」
を
1
・
2
年
生
で

設
置
し
て
い
ま
す
。
1
年
生
で
は
高
専
で
の
学
修
活
動
に
向
け
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

中
学
校
の
内
容
の
復
習
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
や
現
代
人
と
し
て
の
視
野
を
広
め
る
た
め
、
外
部
講
師
を
呼
ん
で
様
々
な
講
演
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
講
演
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
」（
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
）、「
日
本
国
憲
法
と
弁
護
士
の
仕
事
」（
三
重
県
弁

護
士
会
）、「
性
教
育
」、「
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）、「
金
融
リ
テ
ラ

シ
ー
講
座
」（
百
五
銀
行
）、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防

止
啓
発
講
座
」（
鳥
羽
市
子
育
て
支
援
室
）
な

ど
。

　

一
般
教
育
科
で
は
数
学
科
に
お
い
て
榎
本
先

生
が
他
高
専
に
異
動
さ
れ
、
新
た
に
朴
先
生
が

赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
般
教
育

科
の
教
員
総
勢
15
名
（
再
雇
用
1
名
含
）
で
学

生
の
皆
さ
ん
の
充
実
し
た
学
校
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
未

来
の
技
術
者
と
し
て
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る

か
を
考
え
な
が
ら
学
習
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

本
校
で
の
学
び
の
環
境
を
存
分
に
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
教
育
科
長

西
川
　
雅
堂

一
般
教
育
科
の
紹
介　

専
攻
科
長

林
　
　
浩
一

専
攻
科
の
紹
介

ニコルソン先生による英語授業
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令
和
５
年
９
月
卒
業
予
定
の
商
船
学
科
５

年
生
の
就
職
活
動
は
、
練
習
船
「
日
本
丸
」

乗
船
中
の
4
年
生
2
月
、
複
数
の
企
業
の

ｗｅ
ｂ
に
よ
る
会
社
説
明
会
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

感
染
症
対
応
の
た
め
乗
船
実
習
は
3
月
下

旬
ま
で
と
な
り
、
短
い
春
休
み
中
の
会
社
訪

問
等
を
経
て
、
新
学
期
、
採
用
試
験
と
続
き

ま
し
た
。
結
果
、
進
学
が
３
割
、
７
割
が
就

職
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
形
態
を
変
え
て

再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

（T
eam

s, Zoom

等
）
を
利
用
す
る
機
会

も
増
え
て
い
ま
す
が
、
会
社
か
ら
の
連
絡
は

電
子
メ
ー
ル
や
学
生
へ
の
直
接
の
携
帯
電
話

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
学
生
は
、
履
歴
書
の
書
き
方
や
会

社
と
の
連
絡
な
ど
、
一
般
的
な
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
能
力
が
必
要
な
場
面
で
苦
労

し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
を

使
っ
て
、
初
対
面
の
相
手
と
ど
の
よ
う
に
意

思
疎
通
を
行
う
か
、
十
分
に
使
い
こ
な
し
た

上
で
就
職
活
動
に
臨
む
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

う
。

　

令
和
4
年
9
月
の
商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス

の
卒
業
生
は
20
名
で
、
進
路
は
進
学
が
5

名
、
就
職
が
15
名
で
し
た
。
就
職
は
、
海
上

就
職
が
13
名
、
陸
上
就
職
が
2
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
卒
業
生
は
進
学
希
望
が

多
く
、
進
学
か
ら
就
職
へ
切
り
替
え
た
学
生

も
い
ま
し
た
。
就
職
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
第

一
希
望
の
会
社
へ
就
職
し
て
お
り
、
第
一
希

望
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の

学
生
が
第
二
希
望
に
就
職
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
は
、
4
年
生
の
3
月
か
ら
本
格

的
に
始
ま
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
希
望
す

る
職
種
、
会
社
を
絞
り
込
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
で
「
仕

事
」
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
希
望
す
る
進

路
に
進
め
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
4
年
生
の
夏
休
み
に
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
参
加
し
て
、
希
望
す
る
会

社
の
方
々
に
自
身
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
会
社
訪
問
を
す
る
こ
と
で
、
人
事
担
当

者
や
働
い
て
い
る
方
々
へ
の
印
象
が
良
く
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

商
船
学
科
長
兼
機
関
コ
ー
ス
主
任

窪
田
　
祥
朗

商
船
学
科　
機
関
コ
ー
ス
の

就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
主
任

鈴
木
　
　
治

商
船
学
科　
航
海
コ
ー
ス
の

就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

　

制
御
情
報
工
学
科
５
年
生
は
43
名
が
在
籍

し
、
就
職
希
望
者
が
29
名
（
内 

女
10
）、
進

学
希
望
者
が
14
名
（
内 

女
１
）
で
す
。
10

月
末
現
在
で
、
40
名
（
就
職
27
、
進
学
13
）

の
進
路
が
確
定
し
て
い
ま
す
。
就
職
先
が
県

内
（
ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
大
）
の
学
生
は

５
名
（
内 

女
２
）
で
、
昨
年
度
（
11
名
（
内 

女
８
））
と
比
べ
て
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
進
学
先
の
内
訳
は
、
大
学
が
７
名
（
豊

橋
技
科
大
４
、
長
岡
技
科
大
２
、
モ
ン
ゴ
ル

国
立
科
学
技
術
大
１
）、
本
校
専
攻
科
が
６

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

就
職
で
は
、
１
社
目
の
受
験
で
の
合
格
者

が
18
名
、
就
職
先
決
定
時
期
は
２
月
1
名
、

３
月
２
名
、
４
月
14
名
、
５
月
２
名
、
６
月

３
名
、
７
月
４
名
、
９
月
１
名
と
な
り
、
約

６
割
の
学
生
の
就
職
先
が
４
月
ま
で
に
決
定

し
て
い
ま
す
。
各
企
業
の
採
用
試
験
の
開
始

時
期
も
早
く
な
っ
て
き
て
い
て
、
そ
れ
に
対

応
し
た
準
備
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
電
子
機
械
工
学
科
５
年
生
は 

44
名

で
す
。
こ
の
う
ち
、
６
名
が
単
位
を
修
得
し
て

９
月
に
卒
業
し
た
学
生
で
あ
り
、
４
名
が
10
月

に
入
社
、
１
名
が
来
年
の
４
月
に
入
社
が
内
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
１
名
は
就
職
活
動

中
で
す
。
来
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生
38
名
の

う
ち 

、
５
名
が
進
学
を
、 

33
名
が
就
職
を
希
望

し
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
け
て
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
進
学
希
望
者
の
う
ち
、
豊
橋
技

術
科
学
大
学
が
２
名
、
本
校
専
攻
科
が
１
名
、

専
門
学
校
が
１
名
の
進
路
が
決
ま
っ
て
お
り
、

１
名
が
現
在
も
活
動
中
で
す
。
ま
た
、
就
職
希

望
者
の
う
ち
、
３
名
が
県
内
に
、
28
名
が
県
外

へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
お
り
、
11
月
末
の
現
在

で
２
名
が
学
校
推
薦
で
就
職
活
動
中
で
す
。

　

本
年
度
の
就
職
は
、
企
業
の
募
集
意
欲
は
旺

盛
で
す
が
、
企
業
と
学
生
希
望
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
厳
し
く
見
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
生
の
希
望
と
し
て
は
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
や
鉄
道
や
公
共
施
設
関
連
の
製

造
・
管
理
企
業
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
企
業
へ

の
希
望
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
３

年
来
の
コ
ロ
ナ
事
態
の
影
響
も
あ
り
、
安
定
し

た
企
業
を
希
望
す
る
と
と
も
に
、
人
々
の
生
活

を
支
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
実
感
し
た
こ

と
に
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

自
分
の
将
来
像
を
明
確
に
し
て
進
路
を
決
定

す
る
に
は
、
社
会
状
況
の
変
化
に
気
を
配
る
と

と
も
に
、
自
分
の
興
味
や
や
り
が
い
を
深
く
見

つ
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
授

業
や
課
外
活
動
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
な
ど
、

日
々
の
滑
動
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
実
際
に
行

動
し
て
自
分
と
社
会
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

電
子
機
械
工
学
科
長

山
下
　
晃
司

電
子
機
械
工
学
科
の

就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

制
御
情
報
工
学
科
長

溝
口
　
卓
哉

制
御
情
報
工
学
科
の

就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て
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海運㈱、如月汽船㈱、イイノガストラ
ンスポート㈱、協同海運㈱、内海曳船
㈱

⃝進学先　鳥羽商船高等専門学校専攻
科、東京海洋大学海洋工学部、神戸大
学海洋政策科学部

⃝就職先　㈱メンバーズ、㈱トノック
ス、旭ダイヤモンド工業㈱、東海旅客鉄道
㈱、旭電器工業㈱、シンフォニアテクノロ
ジー㈱、東海交通機械㈱、日本オーチス・
エレベータ㈱、パナソニック㈱ライフソ
リューションズ社、パナソニックシステム
ソリューションズジャパン㈱、廣瀬精工
㈱、ダイキン工業㈱、㈱タマディック、ム
ラテックCCS㈱、ニプロファーマ㈱、ダ
イキンエアテクノ㈱、㈱高津製作所、富士
ソフト㈱、㈱UL Japan、万能工業㈱、関
西電力㈱、㈱きんでん、アイリスオーヤマ
㈱、日本オーチス・エレベータ㈱、愛知機
械工業㈱、奥地建産㈱、関西保温工業㈱

⃝進学先　鳥羽商船高等専門学校専攻科、
豊橋技術科学大学、長岡技術科学大学、山
口東京理科大学

⃝就職先　㈱メンバーズ、東海旅客鉄道㈱、旭電器工
業㈱、ニプロファーマ㈱、ダイキンエアテクノ㈱、アイ
リスオーヤマ㈱、㈱LIXIL、㈱NTTフィールドテクノ、
盛徳海運建設㈱、㈱エクシオモバイル、メタウォーター
㈱、クオリティソフト㈱、エイジェックグループ、サン
トリースピリッツ㈱、 エヌ・ティ・ティ・コミュニケー
ションズ㈱、松阪ケーブルテレビ・ステーション㈱、ム
ラテック販売㈱、旭タンカー㈱、㈱アイ・シー・エス、
㈱百五銀行、CTCテクノロジー㈱、㈱ファインディッ
クス、㈱FIXER、㈱ユーテック、シンフォニアエンジ
ニアリング㈱、㈱ファインディックスソリューション、
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱、万協
製薬㈱、㈱ZTV、美和ロック㈱、エース設計産業㈱

⃝進学先　鳥羽商船高等専門学校専攻科、豊橋技術科
学大学、長岡技術科学大学、京都工芸繊維大学

令和４年３月及び令和４年９・10月卒業生進路先一覧（順不同）　令和４年10月31日現在

令和４年３月及び令和４年９月専攻科修了生進路先一覧（順不同）　令和４年9月30日現在

商船学科 電子機械工学科 制御情報工学科

⃝就職先　NX海運㈱ ⃝就職先　㈱UL Japan、㈱日立ビルシステム、第一工業製薬㈱、㈱ハイマックス、富士通クラウ
ドテクノロジーズ㈱、㈱エヌ・ティ・ティ ネオメイト、キヤノンシステムアンドサポート㈱、㈱ネ
オジャパン、パナソニック㈱インダストリアルソリューションズ社、㈱エヌ・ティ・ティ エムイー

海事システム学専攻 生産システム工学専攻

ENEOSオーシャン㈱、日本郵船㈱、川崎
汽船㈱、㈱商船三井

Daigas グループ、NECファシリティーズ㈱、村田機械㈱、アイリスオーヤマ㈱、㈱クボ
タ 枚方製造所、㈱エヌ・ティ・ティ・ロジスコインフォメーションサービス、池上通信機
㈱、㈱タマディック、花王㈱ 和歌山工場、旭化成㈱、キクカワエンタープライズ㈱、㈱ス
ターシステム、フジテック㈱、メタウォーター㈱、ザイマックスグループ、三菱電機ビルソ
リューションズ㈱、美和ロック㈱、トーテックアメニティ㈱、㈱ jig.jp、㈱村田製作所 八
日市事業所、㈱トノックス、㈱百五銀行、㈱ハイマックス、㈱ UL Japan、日本オーチス・
エレベータ㈱、関西電力送配電㈱ 東海電力本部、ムラテックCCS ㈱、中部電力㈱、㈱ア
イエスイー、富士電機㈱、㈱NTT-ME、㈱メンバーズ、第一工業製薬㈱、コニカミノルタ 
ジャパン㈱、京セラコミュニケーションシステム㈱、CTCテクノロジー㈱、三菱電機メカ
トロニクスエンジニアリング㈱、東芝インフラシステムズ㈱、ダイキン工業㈱、スズキ㈱、
オークマ㈱、㈱NTTフィールドテクノ、キャノンマーケティングジャパン㈱、㈱ニコン、
ENEOS㈱、大日精化工業㈱、㈱ FIXER、アイング㈱、日本放送協会（NHK)、キリンビバ
レッジ㈱、東海旅客鉄道㈱、富士フィルムビジネスイノベーション㈱、豊橋技術科学大学

インターンシップ先  企業一覧（順不同）　令和４年9月30日現在

商船学科 情報機械システム工学科

ソフトバンク㈱、旭化成㈱、東京ガスネッ
トワーク㈱、サントリーホールディング
ス ㈱、 ㈱ イ シ ダ、 京 セ ラ コ ミ ュ ニ ケ ー
ションシステム㈱、㈱日立ビルシステム、
ENEOS㈱、国際ケーブル・シップ㈱、日
本車輛製造㈱、サグリ㈱、NECネッツエス
アイ㈱

専攻科（生産システム工学専攻）

　

本
校
の
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
は
、
9
月

に
1
名
の
学
生
が
修
了
し
、
希
望
す
る
海
運

会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
ま
た
生
産
シ
ス
テ

ム
工
学
専
攻
は
、
現
時
点
で
6
名
の
学
生

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
、
家
電
メ
ー
カ
ー
や
生
産

設
備
メ
ー
カ
ー
等
の
企
業
か
ら
内
定
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
就
職
活
動
を
控
え
た
生
産
シ
ス
テ

ム
工
学
専
攻
の
1
年
生
は
、
多
く
の
学
生
が

夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
、
そ
の

内
容
を
発
表
会
で
紹
介
し
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
や
中
止
と
す

る
企
業
も
あ
り
、
希
望
す
る
企
業
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
学
生
も
い
た
よ
う
で
す

が
、
夏
に
続
き
、
秋
・
冬
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

専
攻
科
長林　

　
浩
一

専
攻
科
の
進
路
に
つ
い
て



8

　

私
た
ち
は
高
専
ワ
イ
ヤ
レ
ス
Ｉ
ｏ
Ｔ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２

１
に
お
い
て
、
地
元
の
カ
キ
養
殖
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を

提
案
し
、
1
年
間
に
わ
た
っ
て
開
発
・
実
証
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地

元
企
業
と
開
発
し
た
海
洋
観

測
機
か
ら
養
殖
場
所
の
海
象

デ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と

で
、
カ
キ
の
状
態
を
推
測

し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ  

Ｂ
ｏ
ｔ
や

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
、

養
殖
業
者
の
方
々
に
カ
キ
が

危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
せ
ま
す
。
ま

た
、
過
去
の
海
象
デ
ー
タ
を

グ
ラ
フ
化
し
、
研
究
者
な
ど

が
分
析
を
行
う
こ
と
で
よ
り

よ
い
養
殖
環
境
が
作
ら
れ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
私
た
ち

の
提
案
し
た
シ
ス
テ
ム
が
海

洋
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
今
後
も
地
元
の
水

産
業
の
手
助
け
と
な
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
課

題
解
決
や
環
境
改
善
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

　

私
た
ち
は
4
月
28
・
29
日
に
開
催
さ
れ
た
「
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
２

０
２
２
」
で
定
置
網
漁
師
を
支
援
す
る
作
品
「seenet

」
に

つ
い
て
発
表
し
、
第
6
位
と
企
業
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
は
、
技
術
審
査
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
レ
ゼ
ン
に
よ

り
、
企
業
評
価
額
を
算
出
し
順
位
が
決
定
し
ま
す
。
本
番
で

は
企
業
評
価
額
3
億
円
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
な
ど
初
め
て
考
え
る
こ
と
が
沢
山
あ

り
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番

ま
で
に
何
度
も
現
場
へ
行
き
、
定
置
網
漁
を
体
験
し
た
り
、

漁
師
さ
ん
に

ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
進

め
て
い
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て

取
り
組
み
、

水
産
業
を
盛

り
上
げ
て
い

き
た
い
で

す
。
応
援
し

て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。

　

２
０
２
１
年
12
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
Ａ
Ｉ
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
に
お
い
て
「
野
菜

の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
提

案
し
、
二
位
相
当
の
「
人
工
知
能
技
術
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
長

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
た
野
菜
の
需
要
予
測

や
店
頭
で
の
在
庫
管
理
、
消
費
者
に
向
け
た
ア
プ
リ
の
提
供
で

生
産
者
・
販
売
者
・
消
費
者
の
悩
み
を
解
消
し
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

需
要
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
経
営
者
目
線

で
お
金
や
顧
客
の

流
れ
を
理
解
す
る

こ
と
は
と
て
も
難

し
く
締
切
日
ま
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

重
ね
ま
し
た
。
ま

た
自
身
が
主
体
と

な
っ
て
参
加
す
る

コ
ン
テ
ス
ト
は
初

め
て
で
し
た
が
、

私
を
支
え
て
く
れ

た
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
に
は
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。

制
御
情
報
工
学
科
5
年

西
山
　
　
琳

Ａ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
２
で
会
長
賞
受
賞

学
生
の
活
躍

制
御
情
報
工
学
科
5
年

栗
田
　
ち
は
る

「
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
２
０
２
２
」
で
第
６
位
と

企
業
賞
受
賞

制
御
情
報
工
学
科
5
年

井
上
　
　
仁

高
専
ワ
イ
ヤ
レ
ス
Ｉ
ｏ
Ｔ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
１
を
通
し
て
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こ
の
度
の
第
57
回
全
国
商
船
高
等
専
門
学

校
漕
艇
大
会
で
は
他
の
商
船
と
の
激
闘
の

末
、
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
校

で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
優
勝
で
き
た
こ
と
は

本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

日
々
の
練
習
は
と
て
も
大
変
で
何
度
か
心

が
折
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
互
い
に
支
え
あ
っ
て
つ
ら
い
練
習
を
乗

り
越
え
る
こ
と
で
チ
ー
ム
に
一
体
感
が
生
ま

れ
、
始
め
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
チ
ー
ム
も
大

会
前
に
は
凄
く
い
い
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
練
習
の
際
に
も
み
ん
な
の
勝

ち
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
何
度
か
衝
突
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
話

し
合
い
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
徐
々
に
チ
ー

ム
と
し
て
の
団
結
力
が
高
ま
っ
て
い
き
、
結

果
と
し
て
優
勝
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

大
会
の
運

営
に
協
力
し

て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
そ

し
て
応
援
し

て
下
さ
っ
た

す
べ
て
の

方
々
に
改
め

て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
応

援
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 商

船
学
科
航
海
コ
ー
ス
3
年

西
川
　
蘭
丸

漕
艇
大
会
で
優
勝

　

私
達
は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
植
物
季
節
観

測
の
省
力
化
・
継
続
を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ

ム
『
四
季
探
偵
Ａ
Ｉ

－

ア
イ

－

』
を
開
発

し
、
２
０
２
１
年
12
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た

第
10
回
気
象
観
測
機
器
コ
ン
テ
ス
ト
で
特
別

賞
佐
々
木
嘉
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
『
四
季
探
偵
Ａ
Ｉ

－

ア
イ

－

』
は
対
象
の

植
物
が
撮
影
で
き
る
位
置
に
定
点
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
定
期
的
に
自
動
撮
影
と
気
象
情
報

の
取
得
を
行
い
ま
す
。
撮
影
さ
れ
た
画
像
か

ら
学
習
済
み
Ａ
Ｉ
が
植
物
の
開
花
な
ど
を
判

別
し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
知
し
ま

す
。
観
測
手
法
を
肉
眼
か
ら
定
点
カ
メ
ラ
と

Ａ
Ｉ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
少
人
数
の
観
測

を
容
易
に
し
、
継
続
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
夏
休
み

に
集
ま
っ
て
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て

大
変
で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
共

有
を
意
識
し
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
と
て
も
い

い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
研
究

室
の
『
ク
ラ
ウ
ド

く
ん
と
こ
よ
み

ち
ゃ
ん
』
は
特
別

賞
衛
生
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
少
林
寺
拳
法
部
は
7
月
28
日
か
ら

31
日
に
か
け
て
高
知
県
に
赴
き
、
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
少
林
寺
拳
法
競
技
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
入
賞
は
逃
し
、
残
念
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
入
賞
を

志
し
、
日
頃
か
ら
先
輩
方
や
顧
問
の
先
生
に

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
チ
ー
ム
で
築
き
上

げ
た
成
果
を
遺
憾
な
く
大
会
で
発
揮
で
き
た

経
験
は
、
部
活
動
の
み
な
ら
ず
今
後
の
人
生

の
展
望
に
お
い
て
非
常
に
有
用
な
材
料
に
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
す
べ
て
、
私

た
ち
が
大
会
に
出
場
す
る
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
次
は
私
た
ち

が
後
輩
た
ち
に
受
け
継
が
せ
る
番
で
す
。
全

て
の
関
係
者

に
対
す
る
恩

返
し
の
念
も

込
め
て
、
今

後
は
本
校
の

少
林
寺
拳
法

部
の
活
性
化

に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
3
年

西
井
　
崚
人

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

少
林
寺
拳
法

競
技
大
会
の
振
り
返
り
と
今
後

制
御
情
報
工
学
科
5
年

坂
本
龍
太
郎

気
象
観
測
機
器
コ
ン
テ
ス
ト
で

特
別
賞
受
賞

　

私
は
ロ
ボ
コ
ン
に
携
わ
っ
て
4
年
目
に
な

り
ま
す
。
今
年
は
Ｂ
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
ミ
ラ
ク
ル
☆
フ
ラ

イ
」
で
す
。
各
チ
ー
ム
が
自
作
し
た
紙
飛
行

機
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
飛
ば
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
内

の
机
に
乗
せ
た
り
、
筒
に
入
れ
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
得
点
を
競
い
ま
す
。
こ
こ
二
年
は
コ

ロ
ナ
渦
に
よ
る
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で

し
た
が
、
今
回
は
三
年
ぶ
り
に
現
地
開
催
で

の
ロ
ボ
コ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
大
き
く
ア
ー
ム
を
振
り
か

ぶ
っ
て
紙
飛
行
機
を
投
げ
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
機
構
を
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
制
作
し
、
挑
み
ま
し
た
。
結
果
と
し

て
は
、
デ
ザ
イ
ン
賞
と
セ
メ
ダ
イ
ン
さ
ん
協

賛
の
特
別
賞
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
は
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自

分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
や

機
構
が
審
査
員
の
方
々

に
大
変
良
い
評
価
頂
く

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
は
、
高
学

年
か
ら
低
学
年
ま
で
、

今
回
の
ロ
ボ
コ
ン
に
携

わ
っ
た
チ
ー
ム
全
員
が

努
力
し
た
か
ら
だ
と
胸

を
張
っ
て
言
え
ま
す
。

未
熟
な
私
に
つ
い
て
き

て
く
れ
た
チ
ー
ム
全
員

に
感
謝
し
た
い
で
す
。

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
４
年

北
川
　
大
雅

ロ
ボ
コ
ン
に
参
加
し
て
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競　技 種　目 順位 学　生 全国大会

柔道
男子個人戦（66kg級） 準優勝 SN3 渡邉　剛 　
男子個人戦（66kg級） 3 位 M5 潮田　剛 　

ソフトテニス 女子団体 3 位
J4B 井坂　美緒 J2B 向井　加奈美
J2A 松下　実穂 SN4 久保　綾菜
J1B 奥村　心暖 J1B 内田　絢菜

剣道 女子団体 準優勝
I5 中川　碧海 SE3 山口　なづな
S2 谷口　有咲 　

バドミントン
男子団体 準優勝

M5 本田　健斗 I5 森田　慶
J4A 三鬼　将磨 J4A 中川　一路
J1A 大久保　健太 J1A 荻田　龍斗

男子個人ダブルス 3 位 M5 本田　健斗 I5 森田　慶

水泳

男子 200m背泳ぎ 準優勝 SE4 松本　幹太 全国大会出場
女子 100mバタフライ 優勝 S1 野中　亜耶 全国大会出場
男子 200m自由形 3 位 S1 戎居　靖人
女子 100m平泳ぎ 準優勝 S1 野中　亜耶

競技・大会名 成績等 学　生

令和４年度
全国高等学校総合体育大会
少林寺拳法競技大会

男子団体演武　出場

J2A 野邉　優一郎 J2A 長埼　玄武
J2B 前田　遥 J3A 西井　崚人
J3B 水谷　怜慈 J3B 山下　惺太
J2A 鈴木　奏羽

男子組演武の部　出場 J3B 水谷　怜慈 J3A 西井　崚人
男子組演武の部　出場 J2A 鈴木　奏羽 J2B 前田　遥

第 57 回全国商船高等専門
学校漕艇大会 優勝

J2A 大西　成美 S2 久野　悠寿
SE3 小川　竜馬 S2 橋詰　煌貴
S2 中井　新太 S2 加藤　春輝
S2 中井　一哲 J2A 北仲　一登

SN3 田淵　風翔 SE3 小林　太紀
S2 出口　禎朗 J2A 西　櫂寿

SN3 西川　蘭丸 SN3 藤井　陽士

　

私
た
ち
は
全
国
高
等
専
門
学
校
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
第
33
回
群
馬
大
会
の
課

題
部
門
に
お
い
て
、
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
生
み
出
す
新
し
い
楽

し
み
」
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
鳥
羽
商
船
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
選
手
の
配
置
を
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
全
国
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
家

に
考
え
て
も
ら
い
、

そ
の
意
見
を
集
約
し

て
選
手
に
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
作
成
す
る
た

め
に
、
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
デ
ー
タ

収
集
の
面
で
た
く
さ

ん
の
協
力
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
特
に

５

－

６
月
は
部
活
終

わ
り
に
ほ
ぼ
毎
日
手

伝
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
今
回
の
賞
を
受

賞
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
大
会
で
得
た
経

験
を
活
か
し
、
今
後

の
研
究
活
動
に
励
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

　

兄
と
姉
に
憧
れ
4
歳
で
水
泳
を
始
め
ま
し

た
。
泳
ぐ
こ
と
が
好
き
で
入
学
す
る
前
か
ら

水
泳
部
に
入
る
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
鳥
羽

商
船
の
水
泳
部
は
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は

な
く
自
由
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

東
海
大
会
で
は
一
位
で
も
、
全
国
大
会
で

は
入
賞
は
で
き
た
も
の
の
７
位
と
、
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は
良
い
結
果
を
届

け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国

の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

水
泳
部
の
皆
さ
ん
へ
、
来
年
の
全
国
大
会
は

長
野
県
で
す
。
一
緒
に
、〝
遊
び
に
〟
行
き

ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
来
年
の
全
国
大
会
で
は
も
っ
と
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
臨
み
、
表
彰
台
に
上
が
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
4
年

商
船
学
科
1
年

中
川
　
一
路

野
中
　
亜
耶

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の

振
り
返
り
と
今
後

第
57
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育

大
会
水
泳
競
技
大
会
に
つ
い
て

高専体育大会
東海地区

高専体育大会以外の大会

結果 備考
デザイン賞
特別賞 ( セメダイン株式会社 ) B チーム

結果 備考
海洋 SDGs 賞 　

結果 備考
採択（２件）３月成果報告予定 電波利用システム利活用部門

結果 備考
ベストアイデア賞 モバイル部門

結果 備考
特別賞
敢闘賞 課題部門

敢闘賞 自由部門

結果 備考
本選結果　6 位
QUICK 賞

企業評価額…3 億円
投資額………6,000 万円

コンテスト実績一覧
アイデア対決・全国高等専門学校
ロボットコンテスト 2022　東海北陸地区大会
参考：https://official-robocon.com/kosen/

参考：https://kosen-iot-contest.jp/2021/result

参考：https://kosen-iot-contest.jp/2022/saitaku-1-1

参考：https://pckoshien.u-aizu.ac.jp/final/#result

参考：https://dcon.ai/2022/final-result/

参考：https://www.procon.gr.jp/wp-content/uploads/2022/10/3019
b231c505b23846a1ee52a6bdfd0b.pdf

Wi CON 2021（高専ワイヤレス IoT コンテスト）

Wi CON 2022（高専ワイヤレス IoT コンテスト）

パソコン甲子園 2022

第 33回全国高専プログラミングコンテスト

DCON 2022（第３回全国高等専門学校
ディープラーニングコンテスト 2022）
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現
在
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
1
年
生
12

名
、
2
年
生
14
名
、
3
年
生
6
名
、
4
年
生

13
名
、
5
年
生
7
名
、
専
攻
科
生
1
名
の
計

53
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

中
学
時
代
か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
慣
れ
親
し

ん
だ
部
員
も
い
れ
ば
、
高
専
に
入
学
後
、
1

か
ら
始
め
た
部
員
も
多
々
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
女
子
部
員
も
増
え
て
き
て
、
念
願
の
女

子
団
体
戦
出
場
も
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
部
員
は
、
学
年
問
わ
ず
仲
が
良
く
、
す

ぐ
に
馴
染
め
る
部
活
だ
と
思
い
ま
す
。
活
動

日
は
、
月
～
土
曜
日
で
月
、
金
の
2
日
は
自

主
練
で
す
。
活
動
時
間
は
基
本
16
時
～
18
時

で
す
。
年
間
の
中
で
、
7
月
に
行
わ
れ
る
高

等
専
門
学
校
体
育
大
会
（
高
専
大
会
）
を
中

心
に
高
体
連
の
試
合
な
ど
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

普
段
の
部
活
は
、
1
日
1
つ
は
何
か
し
ら

得
ら
れ
る
よ
う
に
一
人
一
人
が
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
は
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
よ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
現
在
24
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
学
内
外
で
の
演
奏

会
が
中
心
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
思
う
よ
う
に
活
動
が
出
来
て
い
ま

せ
ん
。
で
も
、
日
々
個
人
や
少
人
数
で
練
習

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
海
学
祭
で
は
何
と
か

演
奏
会
が
出
来
ま
し
た
。

　

10
月
1
日
（
土
）
に
は
マ
リ
ー
ナ
河
芸
で

行
わ
れ
た
「
海
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ま
つ
り
」

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
四
日
市
農
芸
高
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
演
奏
会
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
で

し
た
。
人
前
で
演
奏
す
る
楽
し
さ
や
緊
張

感
、
全
員
で
１
つ
の
音
楽
を
奏
で
る
達
成
感

な
ど
、
再
度
実
感
す
る
こ
と
の
で
き
た
場
で

し
た
。
演
奏
を
聴
い
て
い
た
だ
い
た
方
々
、

招
待
し
て
く
だ

さ
っ
た
農
芸
の
吹

奏
楽
部
の
皆
さ
ん

に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
改
修
に

伴
い
、
練
習
環
境

も
劣
悪
に
は
な
り

ま
し
た
が
、
今
後

も
多
く
の
方
々
に

私
た
ち
の
演
奏
を

聴
い
て
い
た
だ
け

る
よ
う
練
習
を
重

ね
ま
す
。

　

8
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
5
日
間
、
エ

レ
ベ
ー
タ
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
を
専
門
に
扱
う

フ
ジ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
数
あ
る
企

業
の
中
か
ら
フ
ジ
テ
ッ
ク
さ
ん
を
選
ん
だ
理

由
は
2
つ
あ
り
、
実
際
に
働
く
と
い
う
漠
然

と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
す
る
た
め
、
そ

し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
の
構
造

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
す
。

　

期
間
中
は
、
私
が
知
り
た
か
っ
た
構
造
に

つ
い
て
の
講
義
や
、
使
用
さ
れ
て
い
る
部
品

の
紹
介
、
そ
し
て
今
回
の
メ
イ
ン
で
も
あ
る

実
際
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
体
験
さ
せ
て

頂
く
な
ど
、
沢
山
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
他
高
専
の
学
生
と
会
話
す
る

機
会
も
あ
り
、
様
々
な
知
識
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

5
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の

進
路
決
定
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
昨
年
9
月
3
日
か
ら
10
日
ま
で
の
7

日
間
、
福
寿
船
舶
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

行
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
一
番

大
切
な
こ
と
は
、
と
り
あ
え
ず
、
元
気
に
笑

顔
で
接
す
る
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
お
世
話
に

な
っ
た
会
社
に
内
定
し
ま
し
た
。
就
職
活
動

で
は
、
主
に
学
校
の
成
績
や
海
技
士
、
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
点
数
な
ど
が
重
要
視
さ
れ
ま
す

が
、
私
の
感
覚
と
し
て
は
そ
の
人
の
性
格
や

内
面
が
良
く
見
ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

確
か
に
資
格
や
成
績
は
大
切
で
す
が
、
会
社

と
し
て
は
、
入
社
し
て
か
ら
社
員
の
み
ん
な

と
船
と
い
う
閉
鎖
空
間
の
中
で
仲
良
く
出
来

る
人
を
欲
し
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
採

用
試
験
の
面
接
で
は
主
に
履
歴
書
を
見
ら
れ

ま
す
が
、
自
分
の
個
性
や
内
面
を
出
す
に
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
は
5
日
か
ら
10
日
間
と
時
間
が

た
っ
ぷ
り
あ
る
の
で
、
自
分
を
出
せ
る
時
間

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
会
社
で
、

自
身
に
興
味
が
あ
る
会
社
が
あ
る
な
ら
ば
、

是
非
行
く
べ
き
で
す
。
無
か
っ
た
と
し
て
も

就
職
活
動
を
い
ち
早
く
始
め
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
参
加
し

て
み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
5
年

猪
尾
　
武
弘

就
職
活
動
に
向
け
て

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
4
年

奥
村
　
貴
哉

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
3
年

中
村
　
謙
介

吹
奏
楽
部
の
紹
介

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
3
年

渡
邉
　  

源

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
紹
介

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

ク
ラ
ブ
紹
介

（写真上：自主練日のコート）
（写真下：高専大会後の集合写真）
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私
達
は
、
4
年
生
の
後
期
に
練
習
船
『
銀

河
丸
』
で
12
月
か
ら
約
4
ヶ
月
間
乗
船
し
ま

し
た
。
本
来
は
、
2
年
生
の
1
か
月
乗
船
が

出
来
な
か
っ
た
分
を
合
わ
せ
、
10
月
か
ら

6
ヶ
月
間
の
乗
船
実
習
の
は
ず
だ
っ
た
の
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実
乗
船
期
間

が
2
か
月
短
縮
さ
れ
、
そ
の
期
間
の
実
習
は

自
宅
で
の
課
題
学
習
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
初
の
長
期
乗
船
で
し
た
の
で
、
は
じ
め

の
2
週
間
は
慣
れ
な
い
船
上
生
活
で
苦
労
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
段
々
と
体
が
揺
れ
に
慣

れ
て
気
に
せ
ず
、
実
習
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実
験
実

習
が
ほ
と
ん
ど
出
来
ず
、
分
か
ら
な
い
部
分

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
乗
船
中
は
実
際
に

機
器
を
動
か
し
た
り
、
点
検
や
分
解
、
組
み

立
て
た
り
と
実
践
的
な
実
習
で
し
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
学
校
で
勉
強
し
て
き
た
内
容
が

次
々
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

実
習
以
外
で
は
、
神
戸
や
別
府
を
観
光
し

た
り
、
自
由
時
間
に
集
ま
っ
て
ゲ
ー
ム
大
会

や
勉
強
会
を
行
っ
た
り
と
4
ヶ
月
で
多
く
の

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
5
高
専
の
同
級
生
に
会
っ
た
の
も
今
回

が
初
め
て
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
意
気
投
合

　

日
本
丸
で
の
実
習
の
感
想
と
い
え
ば
や
は

り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
ず
毎
日
の
体
温
の
測
定
。
忙
し
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
と
感
じ
る
実
習
中
は
、
特
に
煩
わ
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
船
内
で
感
染
者
が
発
生
し
た
こ
と
も

印
象
深
い
で
す
。
冬
休
み
明
け
の
再
乗
船

後
、
数
日
で
体
調
不
良
者
が
出
て
簡
易
検
査

が
始
ま
る
な
ど
、
船
内
が
停
泊
中
に
も
関
わ

ら
ず
慌
た
だ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

船
酔
い
が
気
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
印

象
的
で
す
。
酔
い
止
め
は
常
飲
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
問
題
な
く
、
揺
れ
方
と
し
て
も
就

寝
の
際
、
多
少”

う
っ
と
う
し
く”

感
じ
る

程
度
で
、
鳥
羽
丸
の
ひ
ど
い
時
の
揺
れ
よ
り

マ
シ
と
思
う
と
精
神
的
に
余
裕
が
あ
り
ま
し

た
。

　

長
い
実
習
の
間
で
、
様
々
な
景
色
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
奄
美
大

島
で
す
。

　

実
習
中
、
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
奄
美
大
島
を
見
る
度
、〝
ま
だ

頑
張
れ
る
〟
そ
う
思
え
ま
し
た
。

　

日
本
丸
の
食
事
は
、
と
て
も
お
い
し
く
、

印
象
に
残
っ
た
夜
ご
飯
は
、
牛
の
ス
テ
ー
キ

と
鯛
の
塩
焼
き
が
同
時
に
出
て
き
た
こ
と
で

す
。

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
5
年

寺
本
　
秋
水

川
上
　
僚
介

『
日
本
丸
』
で
の
乗
船
実
習

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
５
年

南
方
　
理
玖

『
銀
河
丸
』
で
の
乗
船
実
習

　

航
海
当
直
で
は
、
班
で
一
丸
と
な
っ
て
実

習
し
ま
し
た
。
夜
の
０
時
か
ら
当
直
す
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
朝
４
時
か
ら
す
る
こ
と
も
あ

り
、
全
て
が
新
鮮
で
、
当
直
が
終
わ
っ
た
後

の
解
放
感
は
と
て
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で

す
。

　

船
酔
い
で
、
立
つ
こ
と
も
出
来
な
い
状
態

な
っ
た
時
も
あ
り
、
練
習
船
の
教
官
に
「
そ

ん
な
理
由
で
仕
事
は
休
め
な
い
ぞ
」
と
言
わ

れ
た
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

長
期
実
習
で
は
全
て
が
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
、

次
の
実
習
で

も
よ
り
多
く

の
こ
と
を
学

び
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出

を
作
り
た
い

で
す
。

し
、
み
ん
な
と
共
に
生
活
し
て
い
く
中
で
、

毎
日
が
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
体
験
乗
船
し
た
際
、
船
社
で

も
銀
河
丸
で
実
習
し
て
い
た
こ
と
と
同
じ
作

業
を
し
て
い
た
の
で
、
今
回
の
実
習
経
験
は

非
常
に
重
要
な
経
験
だ
っ
た
こ
と
を
確
信
し

ま
し
た
。
実
習
内
容
を
し
っ
か
り
と
身
に
付

け
、
就
職
後
に
機
関
士
と
し
て
活
か
せ
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
船
学
科
遠
洋
航
海
実
習
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暁
寮
、
女
子
寮
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

策
を
第
一
に
考
え
た
集
団
生
活
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
寮
生
の
皆
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の

生
活
で
気
を
抜
い
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

日
頃
よ
り
マ
ス
ク
の
着
用
は
も
ち
ろ
ん
他
人

の
居
室
に
入
ら
な
い
こ
と
、
食
堂
や
浴
室
、

補
食
室
な
ど
人
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
で
の

行
動
な
ど
日
々
の
生
活
で
の
心
が
け
に
注
意

し
た
生
活
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
も
個
室
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
寮
と
い
う
の
は
集
団
生
活
の
場
で
あ

り
、
暁
寮
・
女
子
寮
の
規
律
を
守
っ
て
生
活

す
る
こ
と
も
当
然
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
年
通

り
、
寮
生
会
役
員
の
選
挙
を
行
い
、
寮
生
会

の
代
表
で
あ
る
役
員
と
寮
務
主
事
室
の
間
で

週
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
定
例
会
を
催
し
て
い

ま
す
。
そ
の
場
に
お
い
て
、
寮
内
の
規
則
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
の
観
点
か
ら
火
災
や

地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
も
継
続
し
て
い

ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
安
全
に
過
ご
せ
る

よ
う
な
寮
に
な

れ
ば
い
い
と
思

い
な
が
ら
、

日
々
の
寮
生
活

を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

学  生  寮

寮
務
主
事

橋
爪
　
仙
彦

寮
務
主
事
か
ら
の
挨
拶

　

県
内
外
か
ら
多
く
の
学
生
が
集
う
暁
寮

は
、
Ａ
棟
、
Ｂ
棟
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
て
お

り
１
〜
5
年
生
ま
で
の
学
生
た
ち
が
共
同
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
対
応
で

全
室
1
人
部
屋
で
、
ｗ
ｉ

－

ｆ
ｉ
も
完
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
食
事
や
風
呂
、
洗
濯
、
ト
イ

レ
な
ど
は
共
同
で
あ
り
、
寮
独
自
の
ル
ー
ル

や
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ

た
こ
と
を
守
る
こ
と
で
共
に
暮
ら
す
仲
間
の

気
持
ち
を
尊
重
し
、
楽
し
く
、
充
実
し
た
寮

生
活
が
送
れ
ま
す
。

　

毎
週
月
曜
日
に
は
、
寮
生
会
役
員
と
各
委

員
長
、
世
話
係
学
生
、
寮
務
主
事
室
の
先
生

方
と
「
定
例
会
」
と
い
う
話
し
合
い
の
場
を

設
け
、
よ
り
良
い
寮
に
す
る
た
め
に
1
時
間

程
度
の
意
見
交
換
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
寮
生
活
に
お

い
て
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
食

堂
や
風
呂
場
の
人
数
制
限
、
他
人
の
部
屋
へ

の
出
入
り
禁
止

な
ど
様
々
な
規

制
が
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
全
員
が

少
し
で
も
住
み

や
す
く
豊
か
に

過
ご
せ
る
よ
う

に
切
磋
琢
磨
し

て
い
ま
す
。

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
５
年

古
城
　
怜
士

学
生
寮
の
紹
介

　

女
子
寮
は
、
現
在
1
年
生
か
ら
5
年
生
ま

で
、
合
計
30
名
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

女
子
寮
生
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

に
、
寮
内
に
は
防
犯
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
女
子
寮
の
周
囲
の
フ
ェ
ン
ス
、
1
階

窓
の
鉄
格
子
、
各
居
室
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
等
が

完
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
出
入
口
は
決
め
ら

れ
た
時
間
に
な
る
と
自
動
で
施
錠
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
夏
季
休
暇
中
に
は
新
た
に
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
設
備

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
課
や
ル
ー
ル
は
男
子
寮
と
同
様
で
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
制
限
の
多
い
中

で
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
寮
生
一
人

一
人
の
協
力
や
配
慮
の
お
陰
で
日
々
の
洗
濯

や
入
浴
な
ど
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
寮
生
活
も
残
り
わ
ず
か
で
す
が
、
制

約
の
中
に
も

楽
し
み
を
見

つ
け
、
共
同

生
活
の
中
で

成
長
し
て
い

け
る
と
良
い

と
思
い
ま

す
。

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
5
年

服
部
　
彩
喜

女
子
寮
の
紹
介

　　　  寮行事予定  　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４

入寮式
新入寮生オリエンテーション
新入寮生と在寮生との対面式
寮生集会(寮役員等選出）
寮生防災訓練（火災）
新入寮生歓迎球技大会（2022年は中止）
新入寮生個人面談

５ 寮生会役員校長面談
新入寮生部屋替え（2022年は中止）

６ 寮生歓迎バーべキュー大会（2022年は中止）
７ 七夕行事

８
閉寮式
寮生大掃除、S4退寮、閉寮前点検
寮生帰省、閉寮、閉寮点検

９ 寮生帰寮、開寮式
寮生集会(寮役員等選出）

10 寮生防災訓練（夜間・地震）

11 寮生校長面談
インフルエンザ予防接種

12
寮生クリスマス会
大掃除、閉寮前点検、閉寮式
寮生帰省、閉寮、閉寮点検

１ 寮生帰寮、開寮式
卒業を祝う会

２ 寮生大掃除、閉寮前点検、閉寮式
1 ～ 4年生寮生帰省閉寮(10：00）、S5 寮生退寮
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令
和
3
年
に
、
共
同
研
究
者
の
荻
原
氏
（
東
京
大

学
）
と
の
共
同
研
究
が
評
価
さ
れ
、
日
本
応
用
数
理

学
会
論
文
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
研
究
の
内
容
に
つ

い
て
語
る
と
長
々
と
し
た
説
明
に
な
り
そ
う
で
す
の

で
、
こ
こ
で
は
か
わ
り
に
「
研
究
に
取
り
組
む
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
」
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

数
学
の
研
究
の
場
合
は
、
お
そ
ら
く
研
究
し
て
い

る
時
間
の
99
％
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
考
え
て
い

る
時
間
で
す
。
問
題
が
解
け
て
う
れ
し
い
と
い
う
時

間
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

授
業
で
わ
か
ら
な
い
問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
、
教
官

や
周
り
の
友
人
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
ず
、
自
分
ひ
と
り

で
ず
っ
と
考
え
続
け
る
こ
と
を
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
よ
う
に
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
考
え
続

け
る
時
間
を
楽

し
い
と
感
じ
る

な
ら
、
研
究
者

に
な
る
適
性
が

あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
現
在

の
成
績
に
関
係

な
く
、
大
学
・

大
学
院
へ
の
進

学
を
意
識
し
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

教員の活躍

一
般
教
育
科
　
准
教
授

田
中
　
秀
幸

　

本
校
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
及
び
国
際

交
流
の
推
進
を
図
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

推
進
室
を
中
心
と
し
て
、
毎
年
多
く
の
国
際
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
主
な
プ

ラ
グ
ラ
ム
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

①
Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ

　

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
で
実
施

し
て
い
る
Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
派

遣
し
て
い
ま
す
。
期
間
の
前
半
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
で
の

語
学
研
修
を
実
施
し
、
後
半
は
客
船
内
で
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
日
系
企
業
へ
の
訪
問
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

②
Ｋ
Ｃ
Ｃ
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
州
カ
ウ
ア
イ
島
に
て
、

伝
統
的
な
航
海
カ
ヌ
ー  ” N

A
M

A
H

O
E ”  

航

海
訓
練
、
維
持
作
業
等
を
経
験
し
、
異
文
化
間

を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
い

ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
の
前
半
で
は
語
学
研
修

を
中
心
と
し
た
座
学
を
行
い
ま
す
。

③
日
タ
イ
高
校
生
Ｉ
Ｃ
Ｔ
フ
ェ
ア

　

日
タ
イ
高
校
生
Ｉ
Ｃ
Ｔ
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
を

通
じ
て
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と

学
術
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
開
催
中
は
分

科
会
で
の
発
表
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
交
流
活
動
を
行
い
ま
す
。

④
Ｓ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

高
専
機
構
と
包
括
協
定
を
締
結
し
て
い
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
（
Ｓ
Ｐ
）
と
の
交
流
事
業
で
あ

り
、
Ｓ
Ｐ
学
生
が
主
体
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
と
本
校
学
生
協
同
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

論
文
賞
受
賞
に
つ
い
て

事　業　 実施場所
ＭＥＬキャンプ シンガポール
ＫＣＣ国際インターンシップ オンライン
日タイ高校生ＩＣＴフェア タイ
SP  project  in  TOBA 鳥羽

国際交流プログラム

令和４年10月26日に開催された国際交流報告会（KCC国際インターン
シップオンラインプラグラム（令和４年２月～３月）について）の様子

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
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私
も
参
加
を
し
て
い
る
、
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究

所
の
播
金
優
一
助
教
と
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
先

進
理
工
学
部
の
井
上
昭
雄
教
授
を
中
心
と
す
る
国
際

研
究
チ
ー
ム
は
、
１
３
５
億
光
年
か
な
た
の
宇
宙
に

存
在
す
る
明
る
い
銀
河
の
候
補
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
を
発
見
し

ま
し
た
。

　

発
見
さ
れ
た
銀
河
は
非
常
に
明
る
く
、
現
在
ま
で

に
見
つ
か
っ
て
い
る
銀
河
の
中
で
は
、
最
も
遠
い
候

補
に
な
り
ま
す
。
宇
宙
年
齢
は
１
３
８
億
年
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
、
１
３
５
億
光
年
か
な
た
の
宇
宙

は
ビ
ッ
グ
バ
ン
後
3
億
年
の
宇
宙
を
意
味
し
ま
す
。

人
の
感
覚
で
は
3
億
年
と
聞
く
と
非
常
に
長
く
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
ビ
ッ
ク
バ
ン
後
わ
ず
か
3
億
年

の
宇
宙
に
、
こ
の
よ
う
な
非
常
に
明
る
い
銀
河
が
既

に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
と
て
も
興
味
深
い
で

す
。
こ
ち
ら

の
銀
河
候
補

は
昨
年
打
ち

上
げ
ら
れ
た

ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
ウ
ェ
ッ

ブ
宇
宙
望
遠

鏡
の
第
1
期

観
測
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
も

な
っ
て
い

て
、
今
後
の

観
測
と
そ
の

結
果
が
と
て

も
楽
し
み
な

天
体
で
す
。

一
般
教
育
科
　
准
教
授

山
中
　
郷
史

術
を
活
か
し
た
配
信
や
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
海
学
祭

の
開
催
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
模
擬

店
の
出
店
を
行
う

他
、
一
般
来
場
者
を

受
け
入
れ
る
等
か

ら
、
3
年
ぶ
り
に

「
本
来
の
」
海
学
祭

が
帰
っ
て
く
る
予
定

で
す
。
対
面
開
催
の

経
験
が
な
い
学
生
が

半
数
以
上
で
あ
る
こ

と
を
逆
手
に
と
っ

て
、
新
た
な
取
り
組

み
を
織
り
込
み
、
3

年
前
の
対
面
開
催
か

ら
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
形
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

学
生
は
も
ち
ろ
ん
、

学
外
の
来
場
者
の
皆

様
に
も
十
分
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
海

学
祭
を
作
り
上
げ
て

み
せ
ま
す
の
で
、
ご

期
待
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
４
・
11
・５
執
筆
）

　

学
生
会
会
長
を
し
て
お
り
ま
す
澤
村
健
で

す
。
我
々
学
生
会
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
た
他
高
専
と
の
交
流
や
体

育
祭
・
海
学
祭
の
運
営
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

9
月
17
日
に
行
わ
れ
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
互
い
に
サ
ポ
ー
ト
し
合

え
る
学
生
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
学

生
会
役
員
の
他
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
代
表
、
寮
生

会
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
鹿
高
専

の
学
生
会
役
員
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
取
得
を
目

的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
学
科
や
学

年
、
部
活
動
の
壁
を
越
え
て
、
フ
ラ
ッ
ト
な
形

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
我
々
学
生

会
は
、
部
活
動
の
よ
う
に
大
会
等
が
な
い
た

め
、
他
高
専
と
の
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
学
内
外
問
わ
ず
積
極

的
な
交
流
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
6
月
8
日
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
か
ら
2
年
間
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

度
、
満
を
辞
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
あ
る
た
め
、
新
競
技
と
し
て
、
直
接

的
な
接
触
の
少
な
いe

ス
ポ
ー
ツ
を
導
入
す
る

他
、
過
去
2
年
間
の
海
学
祭
の
中
で
培
っ
た
技

学生会活動

学
生
会
会
長

澤
村
　
　
健

学
生
会
活
動
に
つ
い
て

研
究
成
果
に
つ
い
て

　図：今回発見された最遠方の銀河候補 HD1 の画像です。拡大図の中心に
ある赤い天体が、最遠方銀河候補 HD1 です。色は VISTA 望遠鏡による 3
色の観測データを合成して疑似的につけています。（クレジット : Harikane 
et al. 2022, ApJ, 929, 1; doi:10.3847/1538-4357/ac53a9）

集合写真 会議風景



編集後記

出前授業一覧出前授業一覧出前授業一覧

⃝鳥羽商船高等専門学校と中電シーティーアイとの包括連携に関する協定
　（締結日：令和４年１月14日）
　　⿃⽻商船の持つ教育研究資源ならびに地域に密着したこれまでの活動から得たノウハウと、中電シーティーアイの幅広い分

野のＩＴ技術を通じて、地域社会の持続的な発展に資する活動の展開を目的としています。

⃝皇學館大学と鳥羽商船高等専門学校等の包括連携協定に関する協定
　（締結日：令和４年６月24日）
　　皇學館大学と鳥羽商船高等専門学校が包括的な連携・協力のもと、文理の枠にとらわれず、分野横断的な視点から、実社会

での課題を発見・解決し、新たな社会的価値を創造する資質・能力を持った人材の育成（STEAM 教育）を推進することを目
的としています。

⃝鳥羽商船高等専門学校と三重県との包括的連携に関する協定
　（締結日：令和４年８月31日）
　　三重県産業の振興や地域の活性化に貢献する人材を育成するとともに、地域課題に迅速かつ適切に対応し、活力のある個性

豊かな地域社会の形成、発展に寄与することを目的としています。

⃝海のシリコンバレー「伊勢志摩海洋教育研究アライアンス」に関する協定
　（締結日：令和４年10月１日）
　　伊勢志摩地域に拠点がある地方公共団体、高等教育機関、公的研究機関、地元企業が海洋・水産に関わる教育活動、研究活

動及び地域連携活動を通し、地域社会の発展に寄与することを目的としています。

R4.1 ～ R4.12に締結した協定一覧

公開講座と出前授業一覧表

講座名称

※船員の仕事 in 鳥羽商船（鳥羽クルーズ）

ビー玉スターリングエンジン

ことばのイメージとグローバルについて

英語高速学習（中１で英検３級へ）

おもしろ理科実験

IchigoJamでマイコンプログラミング

光を知り、使い、役立てる
（天体望遠鏡を作ってみよう & レーザー加工機でモノづくり）　小学生向け

光を知り、使い、役立てる
（天体望遠鏡を作ってみよう & レーザー加工機でモノづくり）　中学生向け

レーザー加工機を用いたアクリルスタンド作成

3D CAD，3Dプリンタ

サイバーセキュリティ体験学習

講座名称

タブレット端末を活用したプログラミング学習
プログラミング教室
高校授業体験講座
プログラミングに関する出前授業
LEGOロボットを作ろう

公開講座一覧公開講座一覧 サイテクランド in 鳥羽商船高専　2022公開講座一覧

　学校だよりVol.94 いかがでしたか？　学校の動向や、学生が課外活動やコンテスト等
に、一生懸命に取り組んでいる様子が伝わったのではないかと思います。新任教職員紹介
や教員の活躍等、普段はあまり目にする機会が少ない情報も載せています。興味を持って、
じっくりと読んでいただけると幸いです。末尾になりましたが、本号発行にご協力いただ
きました皆様には心より感謝申し上げます。（林記）

学校だより 94Vol.

独立行政法人国立高等専門学校機構
鳥羽商船高等専門学校　広報・公開委員会「広報誌専門部会」

▲バックナンバー

三重県鳥羽市池上町1番1号　TEL 0599-25-8013　 https://www.toba-cmt.ac.jp
バックナンバーは右のQRコードまたは本校ホームページからご覧ください。

令和４年12月発行

学校通信

令和４年９月23日
挙行されました

※は新型コロナウイルス感染症の影響及び悪天候により中止しました

ビー玉

商船学科商船学科
卒業式の様子卒業式の様子

天体望遠鏡


